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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信された電子番組ガイドおよびコンテンツを受信し、受信したコンテンツをホームネ
ットワーク内に配置した複数の蓄積装置に分散して蓄積させ、当該コンテンツの蓄積場所
を管理する所在管理蓄積装置と、この所在管理蓄積装置が接続され外部との間で前記コン
テンツの入出力を管理するホームサーバとを備えるコンテンツ管理受信機であって、
　電子番組ガイドに掲載されているコンテンツに係る情報に基づいて、少なくとも番組名
および送信日時を含む前記コンテンツに係る情報を検出するコンテンツ情報検出手段と、
　前記コンテンツ情報検出手段が検出した検出結果に基づいて、当該コンテンツが前記蓄
積装置に蓄積されているかどうかに拘わらず、前記視聴者が所望のコンテンツを検索可能
にする検索情報と前記送信日時と前記コンテンツの所在とに関する要素データを少なくと
も含み、前記蓄積装置を指定するコンテンツ管理用メタデータを前記所在管理蓄積装置に
生成すると共に、前記コンテンツ管理用メタデータを蓄積先の前記蓄積装置内に生成する
メタデータ生成手段と、
　前記検索情報に対応する検索用語を入力する入力手段と、
　前記検索情報と前記検索用語とに基づき、所望のコンテンツを検索するコンテンツ検索
手段と、
　このコンテンツ検索手段で検索されたコンテンツのコンテンツ管理用メタデータを前記
送信日時に基づく時系列に沿って表示させる表示手段と、を備え、
　前記コンテンツ管理用メタデータは、前記コンテンツのコピーを制限するコピー制御情
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報を含んでおり、
　前記コピー制御情報にコンテンツの再生条件を規定する規定情報を含んでおり、前記コ
ンテンツをコピーした子コンテンツの再生回数よりも、この子コンテンツをコピーした孫
コンテンツの再生回数が少なくなるように設定されていることを特徴とするコンテンツ管
理受信機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、送信されたコンテンツを蓄積して管理するコンテンツ管理受信機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、複数の蓄積装置に接続される受信装置（ホームサーバ）では、放送されたコンテン
ツ（放送完了コンテンツ）を受信後、このコンテンツを複数の蓄積装置のいずれかに蓄積
する場合、受信したコンテンツを蓄積する蓄積装置を、ユーザが指定し、当該コンテンツ
の管理を行っていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の構成では、放送完了していないコンテンツのコンテンツ情報は得ら
れないので、受信装置を利用するユーザ（以下、単にユーザ）は、現在放送中のコンテン
ツや放送予定のコンテンツ、さらにはインターネット配信されるコンテンツを、放送完了
コンテンツと同様に一元管理することができない。つまり、蓄積済み、放送中、放送予定
の３種類にコンテンツを分類して管理している。例えば、ユーザは、受信装置の予約機能
を利用して、放送予定のコンテンツを「録画予約情報」として取り扱ったり、或いは、受
信装置の受信コンテンツ選択機能（チャンネル選択）を利用して、放送中のコンテンツを
視聴している（取り扱っている）。
【０００４】
このため、ユーザは、所望のコンテンツを、受信装置によって受信される電子番組ガイド
等を参照して検索する場合、所望のコンテンツが蓄積済みなのか、放送中なのか、放送予
定なのかを意識して、蓄積済み、放送中、放送予定の３種類に分類されたコンテンツを別
々に検索する必要があるという問題がある。
【０００５】
また、複数の蓄積装置が接続される受信装置では、複数の蓄積装置がホームネットワーク
によって分散配置されているので、蓄積装置内にあるコンテンツの著作権を一元的に管理
する手段が無いという問題がある。
【０００６】
さらに、蓄積装置内に蓄積されるコンテンツ数が増加した場合、所望のコンテンツを容易
に検索する手段が無いという問題がある。さらにまた、コンテンツを送信する側では、実
際に当該コンテンツの放送が完了したかどうかに拘わらず、コンテンツの概略内容を記述
したコンテンツ情報を自在に抽出して、コンテンツの管理ができるコンテンツ管理送信機
がないという問題がある。
【０００７】
　本発明の目的は前記した従来の技術が有する課題を解消し、蓄積済み、放送中、放送予
定のコンテンツであるかということを意識することなく、コンテンツを取り扱うことがで
き、また、コンテンツの著作権を一元管理でき、さらに蓄積されたコンテンツから所望の
コンテンツを容易に検索することができるコンテンツ管理受信機を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記した目的を達成するため、以下に示す構成とした。
　請求項１に記載のコンテンツ管理受信機は、送信された電子番組ガイドおよびコンテン
ツを受信し、受信したコンテンツをホームネットワーク内に配置した複数の蓄積装置に分
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散して蓄積させ、当該コンテンツの蓄積場所を管理する所在管理蓄積装置と、この所在管
理蓄積装置が接続され外部との間で前記コンテンツの入出力を管理するホームサーバとを
備えるコンテンツ管理受信機であって、コンテンツ情報検出手段と、メタデータ生成手段
と、入力手段と、コンテンツ検索手段と、表示手段と、を備え、前記コンテンツ管理用メ
タデータは、前記コンテンツのコピーを制限するコピー制御情報を含んでおり、前記コピ
ー制御情報にコンテンツの再生条件を規定する規定情報を含んでおり、前記コンテンツを
コピーした子コンテンツの再生回数よりも、この子コンテンツをコピーした孫コンテンツ
の再生回数が少なくなるように設定されていることを特徴とする。
【０００９】
　かかる構成によれば、コンテンツ管理受信機は、コンテンツ情報検出手段によって、電
子番組ガイドに掲載されているコンテンツに係る情報に基づいて、少なくとも番組名およ
び送信日時を含む前記コンテンツに係る情報を検出する。続いて、コンテンツ管理受信機
は、メタデータ生成手段によって、コンテンツ情報検出手段が検出した検出結果に基づい
て、当該コンテンツが前記蓄積装置に蓄積されているかどうかに拘わらず、視聴者が所望
のコンテンツを検索可能にする検索情報と送信日時とコンテンツの所在とに関する要素デ
ータを少なくとも含み、蓄積装置を指定するコンテンツ管理用メタデータを所在管理蓄積
装置に生成すると共に、コンテンツ管理用メタデータを蓄積先の蓄積装置内に生成する。
そして、コンテンツ管理受信機は、入力手段によって、検索情報に対応する検索用語を入
力し、コンテンツ検索手段によって、検索情報と検索用語とに基づき、所望のコンテンツ
を検索する。そして、コンテンツ管理受信機は、表示手段によって、このコンテンツ検索
手段で検索されたコンテンツのコンテンツ管理用メタデータを送信日時に基づく時系列に
沿って表示させる。
【００１０】
尚、コンテンツとは、一定の意味のあるデータの集合、すなわち、一般的な映像データや
音声データ等を複数含んで構成されているものであり、電波によって放送されたコンテン
ツおよびネットワークを介して配信された双方を指すものである。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
（コンテンツ管理受信機）
図１に示すように、コンテンツ管理受信機１は、ホームサーバ３と、このホームサーバ３
とホームネットワーク５を介して接続されている複数の蓄積装置７（７Ａ、７Ｂ）とを備
えて構成されている。また、ホームサーバ３にはローカルサーバ９とメタデータサーバ１
１とが設置されている。この実施の形態では、コンテンツ管理受信機１が、一般的な家庭
内に設けられている。
【００２９】
このコンテンツ管理受信機１では、放送局から放送されたコンテンツ、或いは、インター
ネット等からネットワーク配信されたコンテンツを受信し、受信したコンテンツが、複数
の蓄積装置７に蓄積されて管理される。以下、各構成を詳細に説明する。
【００３０】
ホームサーバ３は、一般的なサーバ装置であって、図示を省略した、主制御部と記憶部と
入出力部等を備えており、このホームサーバ３の機能は、送受信手段３ａと、コンテンツ
情報検出手段３ｂと、メタデータ生成手段３ｃと、検索手段３ｄと、ＵＲＬ生成手段３ｅ
と、登録手段３ｆと、表示手段３ｇとを備えて構成されている。このホームサーバ３が、
外部と内部（家庭）との間で、コンテンツのゲートウェイ（出入り口）の役割を果たして
いる。
【００３１】
送受信手段３ａは、放送波を受信できる装置と、ネットワークを介してコンテンツを送受
信できる装置とが一体的に設けられた装置である。この送受信手段３ａでは、コンテンツ
を受信した場合には、復調回路等によって復調が行われ、コンテンツを、ネットワークを
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介して送信する場合には、パケット化等が行われる。また、この送受信手段３ａは、ディ
ジタル放送されている電子番組ガイドを受信できる構成となっている。
【００３２】
コンテンツ情報検出手段３ｂは、送受信手段３ａによって受信された電子番組ガイドに基
づいて、この電子番組ガイドに含まれているコンテンツを検出するプログラムである。通
常、電子番組ガイドには、テレビ放送の場合８日分、ラジオ放送の場合３日分、データ放
送の場合最低１日分の放送予定コンテンツが掲載されており、コンテンツ情報検出手段３
ｂが１度に検出するコンテンツ数は、掲載されている放送予定コンテンツ数と同数となる
。このコンテンツ情報検出手段３ｂでは、電子番組ガイドから、少なくともコンテンツの
番組名、概要、放送日時が検出される。電子番組ガイド以外でコンテンツの放送予定に関
する情報を得る方として、スポットを利用したりする方法が考えられるが、現在の技術水
準では、放送予定のコンテンツを自動的に取得できる（知り得る）手段は、電子番組ガイ
ドを利用することが最良と考えられる。
【００３３】
メタデータ生成手段３ｃは、コンテンツ情報検出手段３ｂの検出結果に基づいて、メタデ
ータファイル（請求項に記載したコンテンツ管理用メタデータ）を生成するプログラムで
ある。メタデータファイルは、受信したコンテンツを蓄積させる蓄積装置７を指定する役
割も果たし、このメタデータファイルには、少なくともコンテンツの番組名、概要、放送
日時、コンテンツの所在に関する要素データが格納されている。なお、これらの要素デー
タは、ユーザが所望のコンテンツを検索する際の検索情報となる。
【００３４】
さらに、メタデータ生成手段３ｃは、当該コンテンツのコピー回数（複製回数）を限定す
るコピー制御情報を付加するものである。このコピー制御情報は、当該コンテンツに電子
透かしを施すプログラムを用いることによって、コンテンツに埋め込まれるものであって
、例えば、複製回数をカウントする複製回数カウンタを含んで構成されている。この複製
回数カウンタには予め、複製可能な回数が設定されており、一回複製する毎に複製可能な
回数が一つずつ減じられる。つまり、電子透かしを施すプログラムによって、埋め込まれ
た複製回数カウンタは、複製回数を、例えば、もとのコンテンツからは３回まで、さらに
複製されたコンテンツからは２回まで複製可能と限定するプログラムである。
【００３５】
また、このコピー制御情報には、再生条件を規定する規定情報が含まれている。規定情報
とは、例えば、もとのコンテンツ（受信したコンテンツ）から１回複写されたコンテンツ
（子コンテンツ）は５回まで再生可能であり、２回複写されたコンテンツ（孫コンテンツ
）は１回だけ再生可能となるように再生回数を限定する情報である。
【００３６】
例えば、長期間（例として半年分）にわたる放送予定コンテンツが電子番組ガイドに掲載
されていれば、このメタデータ生成手段３ｃによって半年後に放送されるコンテンツに関
するメタデータファイルが生成され、このメタデータファイルに基づいて、コンテンツを
一元的に管理できる。
【００３７】
この実施の形態では、予め、コンテンツの概要に関する要素データに基づいて、受信した
コンテンツを蓄積する蓄積装置７が設定されている。つまり、ニュース、映画、ドラマ、
スポーツ番組、料理番組、語学学習番組等毎に、受信したコンテンツを蓄積する蓄積装置
７が設定されている。さらに、これらのコンテンツを再生する頻度および蓄積装置７の耐
久性に応じて、蓄積装置７が選択される。
【００３８】
或いは、受信したコンテンツを蓄積させる蓄積装置７を指定するのに、このメタデータ生
成手段３ｃに、各蓄積装置７の総蓄積容量を参照し、各蓄積装置７の現在の空き容量と蓄
積させるコンテンツのデータ容量との容量差を比較したり、現在蓄積されているコンテン
ツのメタデータファイルと、生成されるメタデータファイルとのそれぞれの要素データを



(5) JP 4195555 B2 2008.12.10

10

20

30

40

50

比較したりする、比較検討手段が備えられていてもよい。また、受信したコンテンツのデ
ータ容量が大きい場合には、１つのコンテンツを複数の蓄積装置に振り分けて蓄積する分
割蓄積手段が備えられてもよい。
【００３９】
さらに、電子番組ガイドに掲載されていた放送予定コンテンツが、放送中止になった場合
、或いは、野球、サッカー等のスポーツ中継が長引いたり、大きな事件等によって報道特
番が編成されて、放送予定コンテンツの当初の放送予定日時より実際の放送日時が大幅に
遅れた場合、自動的に電子番組ガイドが更新され、その更新された情報に基づいてメタデ
ータを更新するメタデータ更新手段（図示せず）を備えることができる。或いは、メタデ
ータファイルの「番組名」に合致した放送が開始されないと録画しないという制限データ
をメタデータに含める制限メタデータ付加手段（図示せず）をメタデータ生成手段３ｃに
備える構成とすれば、これによっても対処できる。
【００４０】
検索手段３ｄは、メタデータ生成手段３ｃによって、生成されたメタデータファイル（コ
ンテンツ管理用メタデータ）に格納されている要素データを検索情報として、後記する入
力手段３ｈによって入力された検索用語とを比較して、ユーザが所望するコンテンツを検
索するプログラムである。
【００４１】
つまり、検索用語に時間を入力した場合、例えば、「明日の午後１０時」と入力した場合
、この時間に蓄積が完了しているコンテンツ、この時間に放送中のコンテンツ、この時間
経過後に放送予定のコンテンツが、検索手段３ｄによって検索される。
【００４２】
或いは、検索用語に、例えば、「料理」というキーワードを入力した場合、蓄積装置７内
には、メタデータ生成手段３ｃによって、電子番組ガイドに掲載されているコンテンツが
すべてコンテンツ管理用メタデータとなっているので、このコンテンツ管理用メタデータ
の中から、検索手段３ｄによって「料理」という単語を含むコンテンツが検索される。
【００４３】
　ＵＲＬ生成手段３ｅは、コンテンツ管理受信機１のホームサーバ３がネットワーク上に
接続されている場合、各蓄積装置７に蓄積されているそれぞれのコンテンツにＵＲＬを生
成して付加するプログラムである。このＵＲＬは、一般的なＨＴＴＰ形式のプロトコルに
従って記述される。このＵＲＬ生成手段３ｅによって、蓄積装置７に蓄積されているコン
テンツはストリーミングコンテンツになる。
【００４４】
登録手段３ｆは、ＵＲＬ生成手段によって生成されたストリーミングコンテンツをネット
ワーク上に登録するプログラムであって、このストリーミングコンテンツの削除、複製お
よび外部からの要求される検索処理を制御するプログラムである。
【００４５】
　表示手段３ｇは、一般的なＣＲＴ、液晶等の表示装置であって、メタデータ生成手段３
ｃによって生成されたメタデータファイルを表示するためのものである。この実施の形態
では、表示手段３ｇがホームサーバ３に直接接続されているが、蓄積装置７に備えられて
もよく、ホームネットワーク５上に接続されていてもよい。
【００４６】
入力手段３ｈは、一般的なキーボード、マウス等で構成される入力装置であって、ユーザ
が所望のコンテンツを検索する際に、検索用語を入力するために用いられるものである。
検索用語として、番組名、放送日時等が挙げられる。また、この検索用語はユーザがわか
る範囲で入力されればよく、メタデータ生成手段３ｃのところで説明した検索情報と完全
に一致していなくても、所望のコンテンツが検索可能に設定されている。
【００４７】
ホームネットワーク５は、家庭内のホームサーバ３と各蓄積装置７とを接続するためのデ
ータ線であり、ＩＥＥＥ１３９４等に準拠したネットワークである。この実施の形態では
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、１００ＢＡＳＥ－Ｔ、すなわち、伝送速度が１００Ｍｂｐｓの安価で汎用的なＬＡＮケ
ーブルによって構成されている。
【００４８】
蓄積装置７は、単体のハードディスク或いは一般的なサーバ装置等であって、受信したコ
ンテンツを蓄積することが可能な構成となっている。また、各蓄積装置７は、総蓄積容量
が異なっていると共に、取り扱える記憶媒体の形式が異なる構成となっている。つまり、
例えば、ある蓄積装置７ではＤＶＤ－ＲＡＭが取り扱えたり、また、別の蓄積装置７では
メモリカードが取り扱えると共に、ＶＨＳビデオが取り扱える構成となっている。なお、
図１において、蓄積装置７Ａが蓄積装置を備えた受信機を、蓄積装置７Ｂが単体の蓄積装
置を示している。
【００４９】
ローカルサーバ９は、ホームサーバ３に直結した蓄積装置であって、受信した電子番組ガ
イドを蓄積（累積、更新）したり、或いは、ホームサーバ３を介して、コンテンツが外部
と内部との間を出入りする際に、当該コンテンツが一時的に蓄積されるものである。特に
、このローカルサーバ９では、ネットワーク配信されたコンテンツ内に不正なデータ（コ
ンピュータウイルス）が混入されていないかどうかが、市販のコンピュータウイルス駆除
ソフト等を用いて確認される。不正なデータが混入されていた場合には、このローカルサ
ーバ９内で、当該不正データが除去される。
【００５０】
メタデータサーバ１１は、請求項に記載した所在管理蓄積装置に相当し、メタデータ生成
手段３ｃによって生成されたメタデータのみをデータベース（メタデータデータベース）
にして蓄積するものである。このメタデータデータベースに基づいて、表示手段３ｇによ
って、時系列（時間軸）に沿ったリストにしてメタデータが表示される。
【００５１】
（コンテンツ管理受信機の動作）
　次に、コンテンツ管理受信機１の動作について、図２に示すフローチャートを参照して
説明する。
　まず、ホームサーバ３の電源がＯＮにされる（Ｓ１）と、ホームサーバ３は自動的に電
子番組ガイドを受信する（Ｓ２）。或いは、ローカルサーバ９内に蓄積されている電子番
組ガイドを参照する。なお、電子番組ガイドの受信が完了した場合、ローカルサーバ９内
に蓄積される。
【００５２】
　ここで、ホームサーバ３の電源をＯＮにすると同時に各蓄積装置７の電源をＯＮにする
。或いは、ホームサーバ３の電源ＯＮと連動して各蓄積装置７の電源がＯＮになる、市販
の電源ＯＮ／ＯＦＦ機構付きのコネクタタップを用いて、ホームサーバ３の電源ＯＮと同
時各蓄積装置７の電源を同時にＯＮにしてもよい。なお、これらの蓄積装置の電源のＯＮ
／ＯＦＦは、自由に行ってもよい。ただし、アクセスされている蓄積装置の電源をＯＦＦ
する場合には、「アクセス中」であるといった趣旨の表示が表示手段３ｇになされ、当該
蓄積装置に蓄積されているコンテンツは保護される。
【００５３】
また、一般的なホームサーバ３では、ホームサーバ３の電源ＯＮと同時に電子番組ガイド
を受信することはなく、ユーザがホームサーバに付属しているリモコン等を操作すること
によって受信している。つまり、この実施の形態におけるホームサーバ３の送受信手段３
ａには、自動的に電子番組ガイドを受信する電子番組ガイド自動取得手段（プログラム）
が組み込まれている。
【００５４】
そして、ホームサーバ３のコンテンツ情報検出手段３ｂは、受信した電子番組ガイドから
、この電子番組ガイドに含まれているコンテンツを検出する（Ｓ３）。検出するデータ（
要素データ）の必須項目は、コンテンツの番組名、概要、放送日時であり、さらに、その
他の項目として、番組の出演者、番組の脚本家、番組のジャンル、コピー制御情報、オリ
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ジナル放送時間（映画などの場合）等が挙げられる。
【００５５】
すると、ホームサーバ３のメタデータ生成手段３ｃは、コンテンツ情報検出手段３ｂが検
出した要素データに基づいて、各コンテンツ１つに対し、１つのメタデータファイルを生
成する（Ｓ４）。以下、各コンテンツのメタデータを集めたものをコンテンツ管理用メタ
データ（メタデータＤＢ）として説明を続ける。
ここで、メタデータ生成手段３ｃは、メタデータファイルにコピー回数を限定するコピー
制御情報（規定情報も含む）を付加する。さらに、メタデータ生成手段３ｃは、各コンテ
ンツを蓄積する蓄積装置７を設定する（Ｓ５）。そして、このメタデータファイルを、当
該コンテンツを蓄積させる蓄積装置７に転送すると共に、メタデータサーバ１１に転送す
る。メタデータサーバ１１では、転送されたメタデータファイルをメタデータＤＢに格納
する。
【００５６】
そして、準備が完了した時点（このＳ１～Ｓ５を処理する処理時間は数秒）で、ホームサ
ーバ３は、表示手段３ｇに「コンテンツを視聴するか　ＹＥＳ／ＮＯ」を表示（Ｓ６）さ
せて、ユーザに問う。なお、このＳ６ステップは必須のステップではなく、説明の便宜上
設けたものであり、ユーザはホームサーバ３の電源をＯＮにした時点で、一般のテレビと
同様に、前回選択していたチャンネルが表示され、そのチャンネルを視聴していればよい
。
【００５７】
コンテンツを視聴しないと判断されたとき、すなわち、ユーザが「コンテンツを視聴する
か　ＮＯ」を選択した場合は、ホームサーバ３の電源が自動的に或いは、ユーザによって
手動でＯＦＦされる（Ｓ１８）。つまり、ユーザが一旦ホームサーバ３の電源をＯＮにす
れば、ユーザが現在放送中のコンテンツ（番組）を視聴しないとしても、ホームサーバ３
では、自動的に、電子番組ガイドを参照して、メタデータファイルが生成される。つまり
、ホームサーバ３が動作中である場合、電子番組ガイドの受信、コンテンツ情報検出手段
３ｂによるコンテンツに係る情報の検出、メタデータファイルの生成、といった動作が常
時、繰り返し実行されている。
【００５８】
Ｓ６で、コンテンツを視聴すると判断されたとき、すなわち、ユーザが「コンテンツ視聴
するか　ＹＥＳ」を選択した場合は、ホームサーバ３は、表示手段３ｇに「コンテンツを
検索するか　ＹＥＳ／ＮＯ」と表示させ（Ｓ７）、ユーザに対し指示を請う。コンテンツ
を検索しないと判断されたとき、すなわち、ユーザが「コンテンツを検索するか　ＮＯ」
を選択した場合は、ホームサーバ３は、現在放送中のコンテンツを表示する（Ｓ８）。ユ
ーザは現在放送中のコンテンツを選択して視聴する。
【００５９】
Ｓ７で、コンテンツを検索すると判断されたとき、すなわち、ユーザが「コンテンツを検
索する　ＹＥＳ」を選択した場合は、ユーザに対し入力手段３ｈによる検索用語（キーワ
ード）の入力指示が表示手段３ｇに表示される（Ｓ９）。コンテンツ管理装置１のホーム
サーバ３は、ユーザによって検索用語の入力がなされたかどうかを判断し（Ｓ１０）、入
力がなされるまで待機して、入力がなされたと判断された場合には、ホームサーバ３の検
索手段３ｄによって、検索用語と一致する検索情報を含むメタデータファイルを検索する
（Ｓ１１）。
【００６０】
　この検索手段３ｄによって検索した検索結果を表示手段３ｇに表示する（Ｓ１２）。す
ると、ユーザは、表示手段３ｇに表示された探索結果を参照して、所望のメタデータファ
イルを選択する。なお、この検索手段３ｄによる検索結果が０件だった場合には、ホーム
サーバ３は、表示手段３ｇに「別の検索用語を入力して下さい」或いは「検索を中断しま
すか」といった表示をして、新たな検索用語の入力を促すか、検索の中断をするのかの判
断をユーザに仰ぐ。
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【００６１】
　そして、コンテンツ管理受信機１のホームサーバ３は、まず、選択されたメタデータフ
ァイルにかかるコンテンツが蓄積済みかどうかを、確認する（Ｓ１３）。つまり、ホーム
サーバ３は、メタデータファイルに格納されている放送日時とホームサーバ３の内部クロ
ック（図示せず）の示す日時とを比較すると共に、メタデータファイルに格納されている
コンテンツ所在位置を参照し、この所在位置に該当する蓄積装置７にアクセスし、実際に
コンテンツが蓄積されているかどうかを確認する。
【００６２】
選択されたメタデータファイルにかかるコンテンツが蓄積されていると判断された場合に
は、蓄積されたコンテンツが再生される（Ｓ１４）。選択されたメタデータファイルにか
かるコンテンツが蓄積されていると判断されない場合には、選択されたメタデータファイ
ルにかかるコンテンツが現在放送中であるかどうかが判断される（Ｓ１５）。
【００６３】
選択されたメタデータファイルにかかるコンテンツが現在放送中であると判断されない場
合には、選択されたメタデータファイルにかかるコンテンツは未放送であり、当該メタデ
ータファイルは、録画予約情報として、蓄積装置７およびメタデータサーバに蓄積される
（Ｓ１６）。
【００６４】
選択されたメタデータファイルにかかるコンテンツが現在放送中であると判断された場合
には、現在放送中のコンテンツを選択（選局）して視聴する（Ｓ１７）。所望のコンテン
ツを視聴後、ホームサーバ３の電源がＯＦＦされる（Ｓ１８）。なお、現在放送中のコン
テンツに対し、予め、当該コンテンツのメタデータファイルが録画予約情報となっていた
場合は、放送されたところまで蓄積装置７に蓄積されているので、ユーザは放送中のコン
テンツをそのまま視聴するか放送中のコンテンツをはじめから視聴するかを選択すること
ができる。
【００６５】
（コンテンツ管理用メタデータの例）
図３に、時間の流れに対応するコンテンツの分類の説明とコンテンツ管理用メタデータの
例を示す。
図３の図中左側に示したように、コンテンツを時間の流れに対応させて分類すると、「過
去」に分類されるコンテンツは、「蓄積済みコンテンツ」および「インターネット配信済
みコンテンツ」であり、「現在」に分類されるコンテンツは、「放送中コンテンツ」およ
び「インターネット配信中コンテンツ」であり、「未来」に分類されるコンテンツは「録
画予約済みコンテンツ」である。
【００６６】
また、図３の図中右側に示したように、「蓄積済みコンテンツ」および「インターネット
配信済みコンテンツ」のメタデータは、番組名、概要、日時（蓄積開始日時である）、コ
ンテンツ所在を含んでいる。このメタデータに基づいて、蓄積済みコンテンツ管理、スト
リーミング配信コンテンツ管理（再生、削除、複製、検索）が行われている。
【００６７】
また、「放送中コンテンツ」「インターネット配信中コンテンツ」のメタデータは、番組
名、概要、日時（放送日時であり蓄積開始日時でもある）、コンテンツ所在を含んでいる
。このメタデータに基づいて、放送チャンネル選択、ＨＤＤ（ハードディスク）を用いた
冒頭再生、ストリーミング配信コンテンツ管理（番組冒頭から再生）が行われている。
【００６８】
さらに、「録画予約済みコンテンツ」のコンテンツ管理用メタデータは、番組名、概要、
日時（放送予定日時）、コンテンツ所在を含んでいる。このコンテンツ管理メタデータに
基づいて、コンテンツの録画予約管理（録画予約、予約解除、蓄積場所）が行われている
。
【００６９】
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　この実施の形態では、以下の効果を奏す。
　コンテンツ情報検出手段３ｂによって、電子番組ガイドから、送信予定のコンテンツが
検出され、メタデータ生成手段３ｃによって、検出されたコンテンツが、蓄積済みか、送
信中か、送信予定かを問わずに複数の蓄積装置７内に、検出されたコンテンツのコンテン
ツ管理用メタデータが生成される。この生成されたコンテンツ管理用データには、コンテ
ンツの蓄積先である蓄積装置７を管理するデータが含まれており、表示手段３ｇによって
、蓄積装置７内に生成されたコンテンツ管理用メタデータが時系列に沿ったリストとして
表示されるので、ユーザは、蓄積済み、放送中、放送予定のコンテンツであるかというこ
とを意識することなく、コンテンツを取り扱うことができる。
【００７０】
コンテンツ管理用メタデータが検索情報を含んでいるので、入力手段３ｈによって、検索
情報に対応した検索用語を入力すれば、検索手段３ｄによって所望のコンテンツが検索さ
れるので、蓄積済み、放送中、放送予定のコンテンツであるかということと、コンテンツ
の蓄積場所とを意識することなく、コンテンツを取り扱うことができる。
【００７１】
コンテンツ管理用メタデータがコピー制御情報を含んでいるので、このコピー制御情報に
よってコピーが制限されるので、コンテンツの著作権を一元管理できる。
コピー制御情報にコンテンツの再生条件を規定する規定情報が含まれており、例えば、こ
の再生条件に再生回数等を規定することができる。
【００７２】
　この実施の形態におけるコピー制御情報は、参照用であり、実際の制御は、コンテンツ
と共に保存されている「真のコピー制御情報（コンテンツ制作時に埋め込まれているコピ
ー制御情報）」を用いて行われる。参照用の情報を用意することで、各蓄積装置７に分散
している「真のコピー制御情報」を、その都度読み出す必要がなく、コンテンツの一覧を
表示手段３ｇに表示させ、ユーザに提供できる。
【００７３】
　ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）生成手段３ｅによって
、蓄積されているコンテンツの所在位置がＵＲＬとして表され、コンテンツ管理受信機１
がインターネット等の汎用のネットワークに接続されている場合、登録手段３ｆによって
、蓄積されているコンテンツがストリーミングコンテンツとして登録されるので、ネット
ワークを介して、コンテンツ管理受信機１の蓄積装置７に蓄積されているコンテンツ（蓄
積予定のコンテンツも含む）を利用することができる。
【００７４】
（ＢＳデジタル放送を想定したコンテンツ管理受信機）
次に、ＢＳデジタル放送を想定したコンテンツ管理受信機について説明する。図４に示す
ように、コンテンツ管理受信機１３は、ＢＳデジタル放送（電子番組ガイドを含む）を受
信し、コンテンツ管理用メタデータを保存する受信部１５と、コンテンツを蓄積する蓄積
部１７と、電子番組ガイドおよびコンテンツを表示するＨＤＴＶモニター１９とを備えて
構成されている。受信部１５と蓄積部１７とは、ホームネットワーク（この実施の形態で
はＩＥＥＥ１３９４、Ｅｔｈｅｒｎｅｔでもよい）によって接続されており、受信部１５
とＨＤＴＶモニター１９とは、一般的なデータ線によって接続されている。
【００７５】
　受信部１５は、ＨＤＴＶ受信機ボード２１と、メタデータサーバ２３と、制御部２５と
、ＵＩＦ部２７とを備えて構成されている。さらに、ＨＤＴＶ受信機ボード２１は、デコ
ード部２１ａと、ＳＩ処理部２１ｂと、インターフェース部２１ｃとを備えて構成されて
いる。
【００７６】
受信部１５は、ＢＳ－ＩＦを受信し、この受信したＢＳ－ＩＦを蓄積部１７に転送すると
共に、ＨＤＴＶモニター１９に表示できるようにＢＳ－ＩＦを変換するものである。ＨＤ
ＴＶ受信機ボード２１は、ＢＳ－ＩＦを受信し、このＢＳ－ＩＦからＭＰＥＧ２－ＴＳを
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取り出し、取り出したＭＰＥＧ２－ＴＳをデコード部２１ａによってデコードしＨＤＴＶ
モニターにアナログ出力する。また、ＳＩ処理部２１ｂはＢＳデジタル放送に含まれてい
るＳＩ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：電子番組ガイドもその一つ）を抽出
する。そして、インターフェース部２１ｃは、ホームネットワークに接続されている。
【００７７】
ＳＩ処理部２１ｂによって抽出されたＳＩはコンテンツ管理用メタデータとして、メタデ
ータサーバ２３内に蓄積される。このコンテンツ管理用メタデータは、各コンテンツに対
応したメタデータから構成されている。ホームネットワーク上に接続されている複数の蓄
積部１７に一つのコンテンツが分散して蓄積された場合でも、このメタデータによって、
集中管理するものである。
【００７８】
制御部２５は、ＨＤＴＶ受信機ボード２１およびメタデータサーバ２３を統括的に制御す
ると共に、ＵＩＦ部２７からの命令を処理するものである。ＵＩＦ部２７は、ユーザーイ
ンターフェースである。
【００７９】
蓄積部１７は、受信部１５からの制御に従い、コンテンツの蓄積、再生などのコンテンツ
管理を行うものである。なお、図４には、紙面の都合上、蓄積部１７Ａと蓄積部１７Ｂと
の２つの蓄積部１７しか図示されていないが、この胃実施の形態では、複数（３つ以上）
の蓄積部１７が備えられている。
【００８０】
ＨＤＴＶモニター１９は、受信部１５のデコード部２１ａによってデコードされたアナロ
グ映像・音声を表示するものである。すでに、蓄積部１７に蓄積されているコンテンツを
再生する場合には、ホームネットワークを介して、インターフェース部２１ｃを経由して
、当該コンテンツを受信部１５のＨＤＴＶ受信機ボード２１に取り込み、デコード部２１
ａによってデコードしたのち、表示される。
【００８１】
（ＢＳデジタル放送を想定したコンテンツ管理送信機）
次に、ＢＳデジタル放送を想定したコンテンツ管理送信機について説明する。図５に示す
ように、コンテンツ管理送信機２９は、コンテンツ送出サーバ３１と、ＭＰＥＧ２エンコ
ーダ３３と、メタデータ生成装置３５と、メタデータ送出サーバ３７と、多重化器３９と
、変調器４１とを備えて構成されている。
【００８２】
コンテンツ送出サーバ３１は、映像音声コンテンツ（ＡＶコンテンツ）を蓄積し送出する
ものである。ＭＰＥＧ２エンコーダ３３は、ＡＶコンテンツをＭＰＥＧ２形式でエンコー
ドするものである。
メタデータ生成装置３５は、ＡＶコンテンツに係るメタデータを生成するものである。メ
タデータ送出サーバ３７は、メタデータ生成装置３５によって生成されたメタデータ（Ｓ
Ｉ）を蓄積し送出するものである。
【００８３】
多重化器３９は、ＭＰＥＧ２エンコーダ３３によってエンコードされた映像音声コンテン
ツと、このコンテンツに係るメタデータとを多重化（ストリーム化）するものである。
変調器４１は、多重化器３９によって、映像音声コンテンツとこのコンテンツに係るメタ
データとが含まれたストリームを変調し、一般の家庭等に送出するものである。
【００８４】
（メタデータを構成する要素）
次に、図６を参照して、メタデータを構成する要素の例について説明する。
コンテンツ毎に生成されるメタデータには、図６に示すように、ユーザー名、番組ＩＤ、
サービス名、番組名、概要、ジャンル、放送日時、番組の長さ、コンテンツの所在、コピ
ー制御情報、再生回数、前回再生時刻等が含まれている。
【００８５】
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ここで、各々の要素について若干の説明を加える。「ユーザー名」は、コンテンツを受信
した受信者の名前であり、コンテンツをコンテンツ管理受信機１３で受信した際に、受信
部１５で付加されるものである。「番組ＩＤ」は、放送局側（送信側）で番組を認識する
ために付加されている情報であり、「サービス名」は、コンテンツを提供した放送局名で
ある。「番組名」はそのコンテンツの名称であり、概要はそのコンテンツの内容を簡単に
説明したものである。
【００８６】
「ジャンル」は、コンテンツの種別、つまり、当該コンテンツが野球に関連するものであ
れば、“スポーツ”というジャンルに、海外のドラマであれば、“ドラマ”といった具合
に付加されるものである。「放送日時」は、実際にコンテンツが放送される（放送された
）日時であり、「番組の長さ」は、コンテンツの正味の時間或いはスポットＣＭ等を含ん
だ時間である。「コンテンツの所在」は、受信したコンテンツがどの蓄積部１７に蓄積さ
れているのかを示すものである。「コピー制御情報」は、コンテンツの複製を管理制御す
る情報であり、詳細については後記する。再生回数は、コンテンツが再生された回数を示
すものであり、前回再生時刻は、最後にいつコンテンツが再生されたかを示すものである
。
【００８７】
蓄積済みコンテンツのメタデータの場合（例１）、「コンテンツの所在」として、“Ｓｔ
ｏｒａｇｅＡ／ｌｏｃａｌ／”と入力されている。これは、コンテンツが蓄積部１７Ａの
デイレクトリＬｏｃａｌ内に蓄積さていることを示している。「コピー制御情報」として
、“一世代コピー可”と入力されている。これは、１回のみコピー（複製）してもよいこ
とを示している。
【００８８】
放送中のコンテンツのメタデータの場合（例２）、「コンテンツの所在」として、“ＮＨ
Ｋ－ＢＳ１／２００１／０３／１５－１２：３０：００／”と入力されている。これは、
ＮＨＫ－ＢＳ１チャンネルで２００１年３月１５日１２時３０分から放送される（放送し
ている）コンテンツであることを示している。「コピー制御情報」として、“コピー禁止
”と入力されている。これは、一切のコピーを禁止することを示している。
【００８９】
放送予定のコンテンツのメタデータの場合（例３）、「コンテンツの所在」として、“Ｎ
ＨＫ－Ｈｉ／２００１／０４／２０－１５：００：００／”と入力されている。これは、
ＮＨＫ－Ｈｉチャンネルで２００１年４月２０日１５時から放送予定のコンテンツである
ことを示している。「コピー制御情報」として、“コピー自由”と入力されている。これ
は何度コピーしてもよいことを示している。
【００９０】
（コンテンツ管理用メタデータの生成方法）
　次に、図７を参照して、ＢＳデジタル放送を想定した、コンテンツ管理受信機１３およ
びコンテンツ管理送信機２９のメタデータ生成方法について説明する。
　コンテンツ管理受信機１３では、放送局（送信側）、すなわち、コンテンツ管理送信機
２９で付加されている、番組ＩＤ、サービス名、番組名、番組内容（概要）、ジャンル、
開始時刻、継続時間、コピー制御情報等を、ＢＳ－ＩＦを通してＰＳＩ／ＳＩから抽出す
る。一方、コンテンツ管理受信機１３のＳＩ処理部２１ｂがユーザ名、録画状況（録画中
、予約中）、再生回数、前回再生時刻等のメタデータを受信機生成情報として、逐次生成
する。そして、ＢＳ－ＩＦからＰＳＩ／ＳＩ抽出したメタデータに、マージをとって受信
機生成情報を付加して、各コンテンツに対応したメタデータファイルを生成する。
【００９１】
さらに、図８に示すコンテンツ管理用メタデータの生成方法のシーケンスチャートを参照
して詳細に説明する。送信側（コンテンツ管理送信機２９）では、電子番組ガイド生成し
（Ｓ２０）、送出する（Ｓ２１）。すると、受信側（コンテンツ管理受信機１３）では、
電子番組ガイドを受信し（Ｓ２２）、コンテンツに関する放送予定日時、番組名、概要、
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放送チャンネルなどの情報（メタデータ）を取得する（Ｓ２３）。
【００９２】
そして、取得したコンテンツに係る情報に応じて、以下のように分類する。コンテンツが
放送予定なら、「未来」情報として、コンテンツ管理用メタデータに登録（Ｓ２４）、或
いは、コンテンツが放送中なら「現在」情報として、コンテンツ管理用メタデータに登録
変更（Ｓ２５）して分類する。なお、コンテンツが放送予定であり、当該コンテンツをユ
ーザが所望した場合（後記する）にはコンテンツ管理メタデータには録画予約情報として
登録される。
【００９３】
この後、送信側（コンテンツ管理送信機２９）がコンテンツを送出し（Ｓ２６）、
受信側（コンテンツ管理受信機１３）では、録画予約情報に基づいてコンテンツを蓄積し
（Ｓ２７）、コンテンツ管理用メタデータを更新する（Ｓ２８）。つまり、「過去」情報
として、コンテンツ管理用メタデータを登録変更する（Ｓ２９）。蓄積後、ユーザが再生
・削除を選択すれば（Ｓ３０）、それに基づいて、コンテンツ管理用メタデータを更新す
る（Ｓ３１）。
【００９４】
（時間的に分散したコンテンツの管理）
次に、図９、図１０を参照して、時間的に分散したコンテンツの管理について説明する。
コンテンツ管理受信機１３では、図９に示すように、蓄積済みのコンテンツに関して、当
該コンテンツの再生動作を行い、放送中のコンテンツに関して、選局動作を行い、放送予
定コンテンツに関して、収録予約動作を行う。これらの動作を、コンテンツ管理受信機１
３がコンテンツ管理用メタデータを用いて一元管理している。
【００９５】
また、コンテンツ管理受信機１３では、図１０に示すように、キーワード検索、ジャンル
検索を行うことができる。例えば、ユーザが「検索」画面において、“くじら”というキ
ーワードを入力し、“情報番組”というジャンルを入力すると、「検索結果」画面におい
て、▲１▼蓄積済みコンテンツ「生物地球紀行」▲２▼放送中コンテンツ「ＮＨＫスペシ
ャル」▲３▼放送予定コンテンツ「クローズアップ現代」という３つのコンテンツが表示
される。
【００９６】
そして、ユーザは、リモコン等で「検索結果」画面に表示されている▲１▼～▲３▼を選
択すると、▲１▼を選択した場合、自動的に蓄積部１７のＳｔｏｒａｇｅからコンテンツ
が再生され、視聴できる。▲２▼を選択した場合、自動的にチャンネルが選局され、視聴
できる。▲３▼を選択した場合、自動的に録画予約画面に切り替えられ、録画予約を行う
ことができる。つまり、ユーザ（視聴者）は、所望のコンテンツが蓄積済みのなのか、放
送中なのか、放送予定なのかを意識しないで、当該コンテンツを検索でき、コンテンツを
操作（再生、削除等）することができる。
【００９７】
（コピー制御情報の管理方法）
次に、図１１を参照して、コピー制御情報の管理方法について説明する。この図１１は、
コンテンツ管理受信機１の概略の構成を参考にして、コピー制御情報の管理方法を説明し
たものである。まず、コンテンツ管理用メタデータのメタデータファイルの要素に、コピ
ー制御情報（図６参照）が含まれて保存される。このコピー制御情報は、コンテンツとは
別に蓄積されており、ユーザが所望のコンテンツを検索して検索結果を表示する際に参照
されるものである（以下、参照用コピー制御情報ともいう）。
【００９８】
本来、コピー制御情報は、セキュア（安全、確実）である必要があるため、コンテンツと
共に蓄積されている（以下、コンテンツと共にコピー制御情報が蓄積されているものを「
セキュアなコピー制御情報」という）。つまり、ユーザが所望のコンテンツを検索し、こ
の検索結果から、当該コンテンツを複製する場合、セキュアなコピー制御情報を、当該コ
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ンテンツから読み出して、その情報に基づいてコピーが行われる。しかしながら、この実
施の形態では、コピー制御情報がコンテンツ管理用メタデータのメタデータファイルに追
加されているので、「セキュアなコピー制御情報」を読み出すことなく、メタデータファ
イル内のコピー制御情報を参照して、瞬時にユーザにコピー制御情報を提示することがで
きる。
【００９９】
さらに、図１２に示すコピー制御情報の管理方法のシーケンスチャートを参照して詳細に
説明する。
まず、送信側では、コピー制御情報を含んだ電子番組ガイドを生成し（Ｓ４１）、送出す
る（Ｓ４２）。受信側では、電子番組ガイドを受信し（Ｓ４３）、コンテンツに関するコ
ピー制御情報を抽出し、取得する（Ｓ４４）。コンテンツが放送予定であるのなら、「未
来」情報としてコンテンツ管理用メタデータのメタデータファイルに参照用コピー制御情
報として登録され（Ｓ４５）、コンテンツが放送中であるのなら、「現在」情報としてコ
ンテンツ管理用メタデータのメタデータファイルに参照用コピー制御情報として登録され
る（Ｓ４６）。なお、コンテンツが放送予定であり、当該コンテンツをユーザが所望した
場合にはコンテンツ管理メタデータには録画予約情報として登録されているものとする。
【０１００】
そして、送信側は、コンテンツとこのコンテンツに併せてセキュアなコピー制御情報とを
送出する（Ｓ４７）。受信側では、録画予約情報に基づいてコンテンツとセキュアなコピ
ー制御情報とを蓄積する（Ｓ４８）。蓄積後、コンテンツ管理用メタデータを更新し（Ｓ
４９）、「過去」情報としてコンテンツ管理用メタデータに参照用コピー制御情報を登録
する（Ｓ５０）。
【０１０１】
その後、ユーザが所望のコンテンツを検索すると（Ｓ５１）、コンテンツ管理用メタデー
タの参照用コピー制御情報から抽出された抽出結果に基づき（Ｓ５２）、参照用コピー制
御情報を含んだ検索結果が表示される（Ｓ５３）。ユーザは所望するコンテンツを選択し
てコピーボタン（表示画面上に表示されている）を押すと（Ｓ５４）、セキュアなコピー
制御情報を読み出して、この情報に基づいてコピーが行われる（Ｓ５５）。
【０１０２】
（ネットワーク上のコンテンツ管理方法）
次に、図１３に示すシーケンスチャートを参照して、インターネット上のコンテンツの管
理方法について説明する。
送信側では、ユーザ（視聴者）に紹介したいインターネット上のコンテンツがある場合（
Ｓ６０）、当該インターネット上のコンテンツに関する情報をデータ放送として送出する
（Ｓ６１）。なお、インターネット上のコンテンツに関する情報とは、番組名、ジャンル
、所在を示すＵＲＬなどの情報である。
【０１０３】
受信側では、送信されたデータ放送を受信し（Ｓ６２）、インターネット上のコンテンツ
に関する情報である番組名、ジャンル、所在を示すＵＲＬを抽出する（Ｓ６３）。抽出し
た情報をコンテンツ管理用メタデータに登録する（Ｓ６４）。この後、ユーザはキーワー
ド等を入力して所望のコンテンツを検索する（Ｓ６５）。すると、表示画面上に検索結果
がリストとして表示される（Ｓ６６：図１０参照）。
【０１０４】
そして、ユーザが所望のコンテンツを選択する際に、所望のコンテンツがインターネット
上のコンテンツである場合（Ｓ６７）、コンテンツ管理用メタデータのＵＲＬで示されて
いるコンテンツをストリーミング再生する（Ｓ６８）。この後、コンテンツ管理用メタデ
ータの情報を変更する（Ｓ６９）。なお、変更されるコンテンツ管理用メタデータの情報
は、再生回数、前回再生時刻等である。なお、表示画面上に表示されたリストから、ユー
ザが選択したコンテンツが存在しない場合には、コンテンツ管理用メタデータから当該メ
タデータファイルが削除される。
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【０１０５】
　この実施の形態では、さらに以下の効果を奏す。
　受信部１５によって、電子番組ガイド、コンテンツ、このコンテンツに付随したコンテ
ンツ管理用メタデータを受信し、蓄積部１７によってこれらを蓄積する。そして、ＳＩ処
理部２１ｂによって、電子番組ガイドからコンテンツに係る情報を検出し、この検出結果
に基づき、送信（放送）予定のコンテンツについて、複数の蓄積装置内に、検出されたコ
ンテンツのコンテンツ管理用メタデータが生成される。この生成されたコンテンツ管理用
データには、コンテンツの蓄積先である蓄積装置を管理するデータが含まれており、表示
手段によって、蓄積装置内に在るコンテンツ管理用メタデータが時系列に沿って表示され
るので、コンテンツ利用者は、所望のコンテンツが蓄積済みなのか、放送中か、放送予定
なのか気にせずに当該コンテンツを取り扱うことできる。
【０１０６】
ＭＰＥＧ２エンコーダ３３によって符号化されたコンテンツと、メタデータ生成装置３５
によって生成されたコンテンツ管理用メタデータとを、多重化器３９によって多重化し、
変調器４１によって変調して送信されるので、コンテンツの概略内容を記述したコンテン
ツ情報を自在に抽出して、コンテンツの管理ができる。
【０１０７】
　以上、実施形態に基づいて本発明を説明したが、本発明はこれに限定されるものではな
い。
　例えば、コンテンツ管理受信機１の各構成要件を、特定の装置を機能させるプログラム
とみなしてもよく、この場合、コンテンツ管理受信機１と同様の効果を得る。
【０１０８】
【発明の効果】
　請求項１に記載の発明によれば、コンテンツ情報検出手段によって、電子番組ガイドに
基づいて、送信されるコンテンツに係る情報が検出され、この検出結果に基づき、メタデ
ータ生成手段によって、蓄積済みか、送信中か、送信予定かを問わずに、複数の蓄積装置
内に、検出されたコンテンツのコンテンツ管理用メタデータが生成される。この生成され
たコンテンツ管理用データには、コンテンツの蓄積先である蓄積装置を管理するデータが
含まれており、表示手段によって、蓄積装置内に生成されたコンテンツ管理用メタデータ
が時系列に沿って表示されるので、コンテンツ利用者は、所望のコンテンツが蓄積済みな
のか、放送中か、放送予定なのか気にせずに当該コンテンツを取り扱うことできると共に
、複数の蓄積装置内のどこに所望のコンテンツが蓄積されていても気にせずに扱うことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による一実施の形態であるコンテンツ管理受信機のブロック図である。
【図２】コンテンツ管理装置の動作を示すフローチャートである。
【図３】コンテンツ管理用メタデータの例を説明する説明図である。
【図４】本発明による一実施の形態であるＢＳデジタル放送を想定したコンテンツ管理受
信機のブロック図である。
【図５】本発明による一実施の形態であるＢＳデジタル放送を想定したコンテンツ管理送
信機のブロック図である。
【図６】メタデータを構成する要素を説明した図である。
【図７】コンテンツ管理用メタデータの生成方法の概略を説明した図である。
【図８】コンテンツ管理用メタデータの生成方法を図示したシーケンスチャートである。
【図９】時間的に分散したコンテンツを管理を説明した図である。
【図１０】所望のコンテンツを検索する場合を説明した図である。
【図１１】コピー制御情報の管理方法の概略を説明した図である。
【図１２】コピー制御情報の管理方法を図示したシーケンスチャートである。
【図１３】インターネット上のコンテンツの管理方法を図示したシーケンスチャートであ
る。
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【符号の説明】
１、１３　コンテンツ管理受信機
３　ホームサーバ
３ｂ　コンテンツ情報検出手段
３ｃ　メタデータ生成手段
３ｄ　検索手段
３ｅ　ＵＲＬ生成手段
３ｆ　登録手段
３ｇ　表示手段
３ｈ　入力手段
７　蓄積装置
２９　コンテンツ管理送信機

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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